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製品安全データシート 
製造者情報 

会社 ファインケミカルジャパン株式会社 

住所 東京都江東区福住一丁目１５番３号 

担当部門 技術開発部 

担当者 敷島 保男 

電話番号 03-3643-8877 

ＦＡＸ番号 03-3643-8890 

  作成 １９９６年８月２０日 

  改定 ２００１年８月３１ 

整理番号  ＳＧＨＲ－３ 
 

製品名    スプレーグリースＨＲ－Ｖ ＮＥＴ．４２０ｍｌ 

製品の特定 
単一製品・混合物の区別  混合物 

成分および含有量 

成分名称 CAS NO. 
含有量 

（重量％）
PRTR法・労働安全衛生法 

鉱油 8042-47-5 １４．０
PRTR法 

労働安全衛生法 

：該当しない 

：通知対象物 

増ちょう剤（シリカ） --- ２．２
PRTR法 

労働安全衛生法 

：該当しない 

：該当しない 

粘着樹脂 --- ５．４
PRTR法 

労働安全衛生法 

：該当しない 

：該当しない 

シクロペンタン 287-92-3 １４．４
PRTR法     

労働安全衛生法 

：該当しない 

：危険物 引火性の物、通知対象物 

ブタン 106-97-8 ５４．４
PRTR法 

労働安全衛生法 

：該当しない 

：危険物（可燃性ガス） 

プロパン 74-98-6 ９．６
PRTR法 

労働安全衛生法 

：該当しない 

：危険物（可燃性ガス） 

Total １００．０   

 

製品説明 

種類 ：  潤滑剤 

主な用途：  金属部品の潤滑、防錆 

 

危険有害性の分類 
分類の名称： 可燃性ガス、引火性液体 

 危険性： 

• 高圧ガスが入っている。加熱、衝撃等により破裂する危険性がある。 
• 燃えやすいガスが入っている。ガスが滞留すると爆発の恐れがある。 
• 引火性の液体である。蒸気が滞留すると爆発の恐れがある。 
 有害性： 

• 吸収すると軽い麻酔作用がある。 
• 経皮侵入する。 
 

応急措置 
目に入った場合  ： 直ちに清浄な流水で１５分間以上洗浄する。まぶたの裏まで完全に洗うこと。できるだ

けはやく医師の診断を受けること。 

皮膚に付着した場合： 付着物を布で素早く拭き取る。多量の水及び石けんまたは皮膚用の洗剤を使用して十分

に洗い落とす。溶剤、シンナーなどは使用しないこと。 

外観に変化が見られたり、痛みがある場合には医師の診断を受けること。 

吸入した場合   ： 蒸気、ガスを大量に吸い込んだ場合には、直ちに空気の新鮮な場所に移し、暖かく安静

にする。呼吸が不規則、止まっている場合には人工呼吸を行う。嘔吐物は飲み込ませな

いようにする。直ちに医師の手当てを受けさせること。蒸気ガスを吸い込んで気分が悪

くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、医師の診断を受けること。  

飲み込んだ場合  ： 誤って飲み込んだ場合には、安静にして直ちに医師の診断を受けること。嘔吐物は飲み

込ませないこと。医師の指示による以外は無理に吐かせないこと。 
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火災時の措置 
消火方法： 

• 適切な保護具（耐熱性着衣など）を着用する。 
• 可燃性のものを周囲から素早く取り除く。 
• 指定の消火剤を使用すること。 
• 消火活動は風上から行う。 
 

消火剤： 粉末、二酸化炭素、 

 

漏洩時の措置 
• 作業の際には適切な保護具（手袋、保護マスク、エプロン、ゴーグル等）を着用する。 
• 付近の火気を止める。 
• 付近の着火源、高温体及び付近の可燃物を素早く取り除く。 
• 着火した場合に備えて、適切な消火器を準備する。 
• 振とうすると内容物が噴出する恐れがあるので、注意して取り扱うこと。 
 

取扱い及び保管上の注意 
取扱い： 

• 換気の良い場所で取扱う。 
• 炎や火気の近くで使用しない。 
• 火気を使用している室内で大量に使用しない。 
• 火の中に入れない。 
保管： 

• 日光の直射を避ける。 
• 風通しの良いところに保管する。 
• 火気、熱源から遠ざけて保管する。 
• ４０℃以上のところで保管しないこと。 
• 水回りや湿度の高いところに保管すると、容器腐食して破裂の恐れがあるので保管場所に注意すること。 
 

暴露防止措置 
管理濃度： 設定されていない 

許容濃度： ６００ｐｐｍ 

設備対策： 

• 取扱い設備は防爆型を使用する。 
• 排気装置を付けて、蒸気が滞留しないようにする。 
• 取扱い場所の近くには、高温、発火源となるものが置かれないような設備とする。 
• タンク内部などの密閉場所で作業する場合には、密閉場所、特に底部まで充分に換気ができる装置を取り付ける
こと。 

• 使用中は火気厳禁の措置をする。 
• 洗顔施設を設置する。 
保護具： 

目の保護 取扱いには保護眼鏡を着用すること。 

皮膚の保護 有機溶剤が浸透しない手袋を着用する。 

呼吸系の保護 • 有機ガス用防毒マスクを着用する。 
  • 密閉された場所では送気マスクを着用する。 
  • スプレー作業を行う場合には、適切な保護マスクを着用すること。 
 

物理／化学的性質 
外観等： 微黄色透明液体  

臭気： 溶剤臭あり  

沸点： データなし  

蒸気圧： 0.31 MPa (25℃)   

密度(比重)： 0.63 (20℃)   

ｐＨ値： 該当せず  

その他： 特になし  

 

危険性情報（安定性・反応性） 
引火点： －４２℃（原液） 

発火点： ３８５℃ 

爆発限界： データなし 

燃焼性・反応性等： 常温で引火する。 

熱、火炎、酸化剤にさらすと爆発の危険性がある。 
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有害性情報 
 

皮膚腐食性 ： 皮膚の乾燥、脱脂効果があるため皮膚炎を起こすことがある。 

刺激性(皮膚、眼) ： 皮膚； 刺激作用がある 

   眼； 刺激性が有り結膜炎を生じることが有る。 

感作性 ： データなし 

亜急性毒性 ： データなし 

慢性毒性 ： データなし 

がん原性 ： データなし 

変異原性(微生物、染色体異常) ： データなし 

生殖毒性 ： データなし 

催奇形性 ： データなし 

その他 ： なし 

 

環境影響情報 
 漏洩、廃棄などの際には環境に影響を与える恐れがあるので取扱いに注意する。 

 特に、製品や洗浄水が地面、川や排水溝に直接流れないように対処すること。 

 

廃棄上の注意 
• 廃液、容器の廃棄物は、許可を受けた産業廃棄物処理業者と委託契約をして処理をする。 
• 容器、機械装置等を洗浄した排水等は、地面や排水溝へそのまま流さないこと。 
• 廃水処理、焼却などにより発生した廃棄物についても、廃棄物の処理および清掃に関する法律及び関係する法規
制に従って処理を行うか委託すること。 

• 廃棄は噴射音がしなくなるまでガスを抜いたのち行うこと。 
 

輸送上の注意 
共通： • 取扱い及び保管上の注意事項に従うこと。 

• 運搬に際しては容器からの漏れのないことを確かめ、転倒、落下、損傷のないように積み込
み、荷崩れ防止を確実に行うこと。 

• 運搬に際しては、容器を４０℃以下に保ち、転倒、落下、損傷がないように注意すること。
陸上輸送： 消防法、労働安全衛生法、毒劇法に該当する場合は、 

それぞれの該当法規に定められている運送方法に従うこと。 

海上輸送： 船舶安全法に定めるところに従うこと。 

航空輸送： 現在のエアゾール製品は、航空法で輸送できないものになっており、注意すること。 

 

主な適用法令 
労働安全衛生法 危険物： 引火性の物 可燃性ガス 

高圧ガス保安法 適用除外項目対象：液化ガス、可燃性ガス 

消防法 危険物 第四類 第１石油類 

船舶安全法 危険物（高圧ガス） 

 

その他 

引用文献等 

1. 中小企業情報センター、「安全物質安全対策配布用マニュアル」、（社）中小企業事業団 (1997) 

2. 「製品安全データシート・ガイドブック［混合物用（塗料用）］」、（社）日本塗料工業会 (1996) 

3. 化学物質安全情報研究会、「化学物質安全性データブック」、オーム社 (1996) 

4. 労働省安全衛生部労働衛生課、「有機溶剤作業主任者テキスト」、中央労働災害防止協会 (1992) 

 

記載内容の取扱い 

すべての資料や文献を調査したわけではないため情報漏れがあるかもしれません。また、新しい知見の発表や従来の説の

訂正により内容に変更が生じます。重要な決定等にご利用される場合は、出典等をよく検討されるか、試験によって確か

められることをお勧めします。なお、含有量、物理化学的性質等の数値は保証値ではありません。また、注意事項は、一

般的な取扱いを対象としていますので、特殊な取扱いの場合には、この点にご配慮をお願いいたします。 


